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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
を
代
表

致
し
ま
し
て
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
未
知
の
病
原
菌
の

発
生
に
よ
り
世
界
中
の
人
々
が
感
染
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
未

だ
に
終
息
の
目
途
が
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
我
が
国
に
お
き
ま
し

て
も
経
済
が
混
乱
し
、
国
民
の
健
康
被
害
が
相
次
い
で
お
り
ま

す
。
今
年
は
、
国
民
一
致
団
結
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

撲
滅
の
年
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
又
、
昨
年
７
月

の
豪
雨
災
害
も
今
ま
で
経
験
し
た
事
が
な
い
よ
う
な
集
中
豪
雨

で
、
郡
市
で
も
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
で
起
こ
り
う
る
事
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
町
民
の
皆
様
方
が
日
頃
の
防
災
意
識
を
高
め
る
事
が
大

事
と
考
え
ま
す
。
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
防
災
力
の
強
化

に
執
行
部
と
共
に
努
め
て
参
る
所
存
で
す
。
他
に
も
少
子
高
齢

化
、
人
口
減
少
な
ど
課
題
山
積
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
が
笑
顔

で
幸
せ
を
実
感
で
き
る
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
議
員
一
同
決

意
も
新
た
に
し
て
い
る
所
で
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　

令
和
三
年
一
月
吉
日あ

さ
ぎ
り
町
議
会　

議
長　

德
永　

正
道



（3）　　令和３年　２月発行

議会 第７・８・９・10回会議の全議案について、原案通り全会一致で可決しました。

第７回会議 10月7日（水）

補正予算５億４，６３５万7千円追加
（主なもの）新型コロナウイルス感染症対策及び 7月豪雨災害対策
　　○電子計算費（在宅リモート対応）･･････････････････････････････７８５万４千円
　　○生活応援給付金給付事業費････････････････････････････････８，０４８万６千円
　　○災害復旧費（農地・河川・道路・教育施設等）･･･････････････４億２，９９０万円

第 10 回会議 12月定例 12月8日（火）～11日（金）

補正予算５億７３６万１千円追加
（主なもの）
　　○ふるさと基金積立金･･････････････････････････････････････････５，０００万円
　　○こども医療費ネット申請システム構築費･･･････････････････････６１４万５千円
　　○強い農業担い手づくり総合支援交付金･･････････････････１億５，７９０万６千円
　　○災害復旧費（農地等・林道・保育所等）････････････････････２億１３２万１千円
　　○令和 3年度以降に業務を継続実施するため、44業務の債務負担行為を
　　　追加するもの

第８回会議 11月6日（金）

補正予算４，４２４万１千円追加
（主なもの）
　　○災害援護資金貸付金･････････････････････････････････････････････１７０万円
　　○７月豪雨農作物災害見舞金給付事業････････････････････････････１，５００万円
　　○道路新設改良費･･････････････････････････････････････････････１，４００万円

表決
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一
般
会
計
補
正
予
算
第
14
号

学
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
託

料
の
実
績
は
。
今
後
は
こ
れ
で
打
ち

切
り
と
い
う
こ
と
か

申
請
が
１
０
９
件
、
金
額
に

し
て
42
万
３
，
０
０
０
円
の
支
出
に

な
っ
て
い
る
。
今
の
段
階
で
は
、
今

回
の
事
業
は
打
ち
切
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
包

括
支
援
の
こ
ど
も
園
や
保
育
園
へ
の

補
助
金
決
定
方
法
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か

マ
ス
ク
、
検
温
器
の
事
前
要
望

額
を
聞
い
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け
て

交
付
決
定
を
行
う
。

今
後
、
国
が
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
て
い
く
が
、
町
と
し
て
早
め
に

庁
内
横
断
的
な
形
で
体
制
づ
く
り
な

ど
準
備
を
進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か

希
望
者
を
募
っ
て
勉
強
会
を

し
、
こ
れ
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
ス
キ
ル
を
持
っ
た
職
員

を
育
て
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

問答

に
委
託
料
に
は
消
費
税
を
加
算
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
町
の
公
共
施
設
の
解
体
工

事
も
多
く
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、

専
門
知
識
に
詳
し
い
業
者
も
入
れ
る

べ
き
で
は

解
体
工
事
に
関
す
る
ア
ス
ベ
ス

ト
事
前
調
査
に
つ
い
て
、
今
後
、
町

内
の
事
業
者
に
つ
い
て
も
、
資
格
保

持
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
指
導
し

て
い
き
た
い
。

飲
食
店
等
の
生
ゴ
ミ
に
つ
い
て

は
、
自
分
で
処
理
を
す
る
と
い
う
の

が
基
本
に
な
っ
て
い
た
が
、
収
集
業

者
に
よ
る
回
収
は
す
べ
て
網
羅
し
て

あ
る
の
か
。
不
公
平
感
が
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が

事
業
所
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ

る
と
思
う
の
で
、
確
認
を
し
た
上
で

回
答
を
し
た
い
。

議
案
第
56
号　

令
和
２
年
度
あ
さ
ぎ

り
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

実
質
的
に
は
単
年
度
予
算
で
あ

る
、
年
度
を
ま
た
ぐ
契
約
の
事
務
手

続
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
債
務
負
担

行
為
に
つ
い
て
は
、
長
期
継
続
契
約

で
十
分
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か

審
議
内
容
の
抜
粋

第
10
回
会
議
（
12
月
定
例
日
）

包
括
で
自
家
用
電
気
工
作
物
保

守
管
理
の
業
務
委
託
を
行
え
ば
、
重

複
す
る
事
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
て
、

か
な
り
の
財
源
削
減
効
果
に
つ
な
が

る
も
の
と
思
う
が

所
管
課
を
横
断
し
て
施
設
を

包
括
的
に
管
理
・
委
託
を
行
う
こ
と

は
、
内
容
を
精
査
し
取
り
込
ん
で
い
く

べ
き
も
の
と
感
じ
て
お
り
、
今
後
、
可

能
な
限
り
そ
の
辺
を
踏
ま
え
た
執
行
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

英
会
話
教
室
が
今
中
止
さ
れ
て

い
る
が
、
再
開
の
目
処
は
立
っ
て
い

る
の
か
。
遠
隔
の
レ
ッ
ス
ン
は
出
来

な
い
か来

年
度
は
２
回
程
度
計
画
を
し

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今
年
度
中

の
再
開
は
考
え
て
い
な
い
。
遠
隔
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

区
長
業
務
委
託
料
と
交
通
指
導

員
の
委
託
料
は
令
和
３
年
度
に
お
い

て
は
消
費
税
を
計
上
さ
れ
る
の
か

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
よ
り

区
長
等
の
身
分
が
変
わ
る
こ
と
に
な

り
消
費
税
相
当
分
を
補
正
計
上
し
た

が
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
、
同
様

役
場
内
で
検
討
し
た
い
と
思
う
。

議
案
第
61
号　

あ
さ
ぎ
り
町
お
か
ど

め
幸
福
駅
売
店
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

く
ま
川
鉄
道
も
運
行
中
止
の
状

態
で
、
売
店
に
お
い
て
も
影
響
が
か

な
り
あ
る
と
思
う
が
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
の
選
考
過
程
の
経
緯
説
明
を
願
い

た
い

少
し
の
評
点
科
目
じ
ゃ
な
く
総

合
点
数
の
中
で
良
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問答問答

問答問答問答

問答問答問

答問答議
場
へ
き
れ
い
な
お
花
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

議
場
へ
き
れ
い
な
お
花
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

今
年
も
あ
さ
ぎ
り
町
商
工
会
女
性

部
か
ら
、
第
10
回
会
議
（
12
月
定
例

会
）
に
お
花
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
12
月
定
例
日
に
お
花
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。



条例の改正 抜粋

第10回会議 抜粋

（5）　　令和３年　２月発行

あさぎり町農地等災害復旧事業分担金徴収条例の一部を
改正する条例の制定について

　令和 2年 7月豪雨に係る単独災害の分担金の額の特例を定めるもので、農地災害復
旧事業費分担金を「事業費を 10万円以上 40万円未満とし、当該事業費の１０％の額」
とし、農業用施設災害復旧事業費分担金を「事業費を 10万円以上 40万円未満とし、
あさぎり町が負担することができる」とするもの

あさぎり町一般職の職員の給与に関する条例及び一般職
の任期付き職員の採用等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

　令和 2年 10 月 7日に出された人事院勧告等を踏まえた給与改定をするため条例の
一部を改正するもの。（一般職の職員の期末手当の額を年額 0.05 月分減じるなど）
※なお、常勤の特別職や議会議員についても同様の条例改正が行われた。

あさぎり町ふれあい福祉センター条例の全部を改正する
条例の制定について

　あさぎり町ふれあい福祉センターの改修に伴う新規運用のため、条例の全部を改正
するもので、利用時の申請・許可・使用料（利用料）・管理などについて定めるもの。

あさぎり町おかどめ幸福駅売店の指定管理者の指定について
　あさぎり町おかどめ幸福駅売店の指定管理者を、プロポーザル方式による候補者選
定結果に基づき、下記のとおり指定するもの。
　　　　　　　　　あさぎり町上西 1913 番地 3　　　　株式会社　球磨の黒豚　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代　表　椎葉博人

人権擁護委員の推薦につき意見を求
めることについて（諮問）
　令和２年 11 月 13 日付であさぎり町長より
意見を求められた、人権擁護委員法第６条第
３項の規定による議会の意見として、右記の
２名について適任とするもの。

第７回
会議

第９回
会議

第10回
会議

皆越　晋作氏
上地区（石坂）

喜多村和歌子氏
深田地区（植の里）
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一
般
質
問

今
年
４
月
、
町
の
国

土
強
靭
化
計
画
が
策

定
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
を
推

進
す
る
こ
と
で
町
の
活
性
化

を
目
指
す
と
あ
る
が
、
計

画
策
定
の
町
長
の
率
直
な

思
い
は
。国が

示
し
て
い
る
国

土
強
靭
化
計
画
の
中

で
、
事
前
に
備
え
る
べ
き
目

標
項
目
に
基
づ
き
、
道
路
・

橋
梁
・
電
気
・
ガ
ス
・
上
下

水
道
・
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
を
強
靭
化
さ
せ
、
大
規
模

災
害
発
生
時
で
も
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
人
命
を
守
る

こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い

る
。
庁
舎
も
、
災
害
が
発
生

し
た
時
に
も
機
能
が
停
止
す

る
よ
う
な
事
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
し
、
復
興
復
旧
の
司

令
塔
に
な
る
災
害
に
強
い
施

設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
駅
前
や
岡
留
幸
福

駅
に
つ
い
て
も
強
靭
化
を
図

り
な
が
ら
、
あ
る
い
は
震
災

時
の
避
難
場
所
の
位
置
づ
け

も
し
な
が
ら
、
日
常
は
家
族

で
楽
し
め
る
憩
い
の
場
所
と

し
て
の
整
備
も
し
て
い
き
た

い
。

7
月
豪
雨
災
害
時
の

教
訓
か
ら
、
総
合
防

災
訓
練
の
必
要
性
は
。

町
で
は
ま
だ
実
施
し

た
こ
と
は
な
い
が
、

そ
の
目
的
は
関
係
機
関
の
連

絡
調
整
、
情
報
伝
達
と
認
識

し
て
い
る
。
7
月
豪
雨
時
の

教
訓
か
ら
、
避
難
の
タ
イ
ミ

ン
グ
の
意
識
が
重
要
だ
と
考

え
、
現
在
は
地
域
に
即
し
た

避
難
訓
練
等
を
自
主
防
災
組

織
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
て

い
る
。7

月
豪
雨
後
、
球
磨

川
流
域
の
遊
水
地
案

が
独
り
歩
き
し
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
が
。

平
成
28
年
頃
に
遊
水

地
の
プ
ラ
ン
が
農
家

に
も
示
さ
れ
た
と
思
う
が
、

そ
の
後
の
議
論
は
な
さ
れ
て

い
な
い
。
今
回
の
流
域
治
水

の
検
討
会
に
お
い
て
も
具
体

的
な
も
の
は
何
も
示
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
示
さ
れ
た
時

に
は
、
な
る
べ
く
早
く
町
民

の
皆
さ
ん
に
も
示
し
て
い
き

た
い
。
球
磨
川
流
域
の
住
民

の
方
々
や
、
農
地
を
持
っ
て

い
る
農
家
の
生
業
を
犠
牲
に

し
て
ま
で
の
協
力
は
で
き
な

い
と
考
え
る
が
、
一
方
的
に

反
対
で
は
な
く
流
域
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望
を
国

や
県
に
つ
な
い
で
、
双
方
が

納
得
い
く
よ
う
な
話
が
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

来
年
の
梅
雨
時
に
は

ま
た
同
じ
よ
う
な
雨

が
降
る
か
も
し
れ
な
い
事
を

考
え
る
と
、
早
急
な
治
水
対

策
を
国
や
県
に
は
働
き
か
け

て
ほ
し
い
が
。

今
、
球
磨
川
や
中
小

河
川
の
土
砂
の
撤
去

を
来
年
の
梅
雨
ま
で
に
は

や
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望

活
動
を
、
九
州
整
備
局
や
国

土
交
通
省
で
行
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
早
急
に
取
り
組
ん
で
も

ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

※一般質問の文章については、質問者の
　責任においてそのまま記載とします。

問町
長

永井　英治 議員
Nagai　Eiji

問

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
へ
の

取
り
組
み
は

総
務

課
長問

町
長

問町
長

遊水地の仕組み
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一
般
質
問

一般質問11人が登壇
成
人
式
の
コ
ロ
ナ
予
防

策
は
。

①
式
典
時
間
の
短
縮

　

（
例
年
50
分
を
30
分
に
）

②
来
賓
出
席
案
内
の
縮
小

（
議
長
・
副
議
長
・

新
成
人
者
の
恩
師
の
み
）

③
出
席
予
定
者
を
全
席
指
定

（
間
隔
を
あ
け
た
席
を
配
置

　

・
記
念
品
等
は
各
自
の
席

　

に
置
い
て
お
く
）

④
健
康
管
理
の
徹
底

（
新
成
人
者
に
、
式
典
２
週

　

間
前
の
検
温
記
録
表
・
健

　

康
観
察
を
送
付
し
、
式
典

　

当
日
提
出
の
お
願
い
。
当

　

日
発
熱
が
確
認
し
た
人
に

　

は
出
席
を
辞
退
し
て
い
た

　

だ
く
）

⑤
成
人
式
後
の
同
級
会
は
ク

　

ラ
ス
毎
の
分
散
会
場
開
催

（
後
に
同
級
会
に
つ
い
て
は

　

中
止
）帰

省
す
る
人
が
増
え

る
年
末
年
始
の
飲
食

店
等
に
対
す
る
町
の
感
染
予

防
策
は
。７

月
末
よ
り
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
補
助
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
る
が
、
年
末
年
始

の
対
策
の
一
つ
と
し
て
非
接

触
型
体
温
計
の
支
給
を
考
え

て
い
る
。町

長
は
上
京
す
る
機

会
が
多
い
が
、
リ

モ
ー
ト
会
議
で
出
来
な
い
の

か
。
ま
た
、
町
長
が
感
染
し

た
場
合
、
役
場
内
お
よ
び
接

触
者
に
対
す
る
対
応
は
。

行
か
な
い
で
済
め
ば
と

思
う
が
、
予
算
の
数
字

を
書
く
の
は
省
庁
の
担
当
課

長
・
担
当
者
な
の
で
、
直
接

会
っ
て
要
望
活
動
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
い
う
判
断
が
球

磨
郡
町
村
会
の
中
に
あ
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
業
務

継
続
計
画
を
定
め
て
お

り
、
保
健
所
の
指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
止
め
ら
れ
な
い
業

務
を
行
う
体
制
を
と
り
、
48

時
間
以
内
で
消
毒
作
業
を
完

了
し
通
常
業
務
に
戻
す
計
画

で
あ
る
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
・
７
月
豪
雨
災
害

で
農
業
・
商
業
は
多
大
な
被

害
を
受
け
た
が
、
時
限
的
な

支
援
・
助
成
で
は
経
済
は
回

復
し
な
い
。
町
の
具
体
的
な

産
業
振
興
策
お
よ
び
農
・
商

連
携
の
協
議
会
を
つ
く
る
考

え
は
。農

林
商
工
連
携
に
代

わ
る
※
地
域
商
社
と

い
う
形
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を

増
や
す
た
め
の
特
産
品
開
発
・

販
路
拡
大
、
人
の
交
流
に
よ
る

関
係
人
口
の
増
加
、
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
整
備
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
増
員
等
を

役
場
の
中
で
課
を
渡
っ
て
検
討

し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
就
労
支
援
Ａ
型
事
業
者
と

の
連
携
お
よ
び
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
の
必
要
性
に
つ
い
て

※
【
地
域
商
社
】
と
は
、
地

域
の
多
く
の
関
係
者
を
巻
き

込
み
、
農
産
物
な
ど
の
地
域

の
資
源
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、

生
産
・
加
工
か
ら
販
売
ま
で

一
貫
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

し
、
地
域
内
外
に
販
売
す
る

組
織
の
こ
と
。

岩本　恭典 議員
Iwamoto　Yasunori

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

第
３
波
の
予
防
策
は

問

問

町
長

今
後
の
産
業
振
興
策
に

つ
い
て

教
育

課
長

商
工
観
光
課
長問

総
務

課
長問町

長

１月４日に開催された成人式
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公
立
多
良
木
病
院
ま
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
で
行
け
る
よ
う
に
で
き
な
い
か

令
和
3
年
度
の
主
要
事

業
を
進
め
る
に
は
財

源
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

合
併
特
例
債
の
発
行
期
限
は

令
和
5
年
度
迄
と
な
っ
て
い

る
が
、
「
合
併
特
例
に
関
す

る
法
律
」
の
延
長
の
可
能
性

は
あ
る
の
か
。
ま
た
過
疎
債

の
発
行
期
限
は
令
和
2
年
度

迄
と
な
っ
て
い
る
が
「
新
過

疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
」
で
、
あ
さ
ぎ
り
町
は
地

域
指
定
か
ら
外
れ
る
こ
と
は

無
い
か
。
合
わ
せ
て
尾
鷹
町

政
3
年
目
に
向
け
て
の
主
要

事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

合
併
特
例
に
関
す
る

法
律
の
延
長
の
可
能

性
は
な
い
と
の
説
明
を
総
務

省
か
ら
受
け
て
い
る
。
新
過

疎
法
が
来
年
4
月
迄
に
制
定

さ
れ
る
が
、
あ
さ
ぎ
り
町
が

地
域
指
定
さ
れ
る
よ
う
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
主

要
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併

特
例
債
が
使
え
る
新
庁
舎
建

設
や
公
共
施
設
で
使
え
な
い

施
設
の
除
却
を
行
う
。
農
家

の
経
営
診
断
継
続
、
駅
前
や

岡
留
の
開
発
は
く
ま
川
鉄
道

の
再
開
と
合
わ
せ
民
間
の
資

本
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
使
っ
て
進

め
て
い
く
。
国
土
強
靭
化
の

取
り
組
み
や
小
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
を
図
り
自
主

防
災
組
織
を
強
化
し
て
い

く
。
子
育
て
は
教
育
だ
け
の

部
分
だ
け
で
な
く
福
祉
面
か

ら
も
子
育
て
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
地
域
・

家
庭
・
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。
社
協

は
健
全
な
経
営
体
制
に
し
て

新
た
な
地
域
の
福
祉
の
仕
事

を
担
っ
て
い
け
る
よ
う
に
見

直
し
、
公
民
分
館
建
設
は
区

の
統
合
等
将
来
の
事
を
考

え
、
無
駄
の
な
い
よ
う
に
最

小
の
投
資
で
最
大
の
効
果
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

く
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
く
。合

併
特
例
債
の
発
行

限
度
額
は
58
億
円
だ

が
3
年
間
で
集
中
し
て
事
業

を
行
う
に
は
現
体
制
で
大
丈

夫
か
。職

員
の
力
を
結
集
し
組

織
の
強
化
を
図
り
十
分

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

く
ま
川
鉄
道
の
復
旧
に

際
し
て
昭
和
50
年
ま
で

走
っ
て
い
た
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ

る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

鉄
道
の
復
旧
・
復
興
は

地
域
の
再
生
も
テ
ー
マ

に
あ
る
の
で
、
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ

る
案
は
進
め
て
い
き
た
い
。

公
立
多
良
木
病
院
ま
で

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
で

行
け
る
よ
う
に
熊
本
県
に
要

望
し
て
い
た
が
、
ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

陸
運
局
の
熊
本
支
局
長

か
ら
可
能
で
あ
る
と
の

答
え
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問

問

町
長

溝口　峰男 議員
Mizoguchi　Mineo町

長

町
長

問

町
長 問

昭和50年まで湯前線を走っていた「蒸気機関車ＳＬ」
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加
賀
山　

瑞
津
子 

議
員

K
a
g
a
y
a
m
a　
M
i
t
s
u
k
o

復旧復興への
継続した対応を

浸
水
被
害
の
大
き
か
っ

た
須
恵
・
深
田
地
区
へ

の
今
後
の
対
応
は
。

今
、
災
害
出
水
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
県
の
資
料
を

元
に
建
設
課
で
精
査
し
て
い

る
。
柳
橋
川
の
土
砂
浚
渫
・

堤
防
の
か
さ
上
げ
等
や
被
災

地
区
と
の
意
見
聴
取
会
で
一

番
あ
が
っ
た
「
石
坂
堰
」
に

つ
い
て
、
地
元
の
意
見
を
国

県
に
繋
ぎ
検
討
を
お
願
い
し

て
い
る
。ひと

つ
の
被
災
地
区
を

み
て
も
、
農
業
関
係
補

助
も
住
宅
の
保
険
に
も
該
当
せ

ず
、
自
力
で
の
資
金
づ
く
り
が

必
要
な
た
め
に
未
だ
改
修
出
来

な
い
方
や
解
体
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
方
も
お
ら
れ
る
。
今
後
も

寄
り
添
う
場
面
が
必
要
だ
と
思

う
が
。

国
の
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
が
一
部
改
正
さ

れ
た
。
家
の
補
修
費
50
万
円

の
支
給
に
つ
い
て
、
半
壊
世

帯
に
お
知
ら
せ
す
る
。

近
年
恒
常
化
し
て
い
る

水
不
足
に
対
し
て
の
根

本
的
な
対
策
は
。

町
内
17
の
浄
水
場
が
あ

る
が
そ
の
多
く
は
稼
働

か
ら
20
年
以
上
経
過
し
て
い
る

状
況
。
今
後
安
定
的
に
水
道
水

を
供
給
し
て
い
く
た
め
に
は
良

質
で
豊
富
な
水
源
を
活
用
し
て

の
浄
水
場
の
統
廃
合
等
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

豊
富
な
水
源
が
あ
る
免
田

地
区
の
水
を
今
後
メ
イ
ン

と
し
て
活
用
す
る
計
画
は
。

須
恵
地
区
へ
免
田
吉
井

水
源
か
ら
の
送
水
の
整

備
も
考
え
て
い
る
。

次
世
代
に
繋
が
る
よ
う

な
持
続
可
能
な
上
水
道

を
整
理
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

職
員
定
数
に
お
い
て
、

教
育
委
員
会
の
非
常
勤

職
員
20
人
と
は
。

内
14
人
は
小
中
学
校
の

支
援
員
。

須
恵
地
区
に
お
い
て
今

回
複
式
学
級
の
話
が
で

て
い
る
が
支
援
に
つ
い
て
の

考
え
は
。複

式
学
級
に
お
い
て
も

ク
ラ
ス
に
二
部
学
年
が

入
る
の
で
支
援
員
配
置
に
つ

い
て
は
深
く
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

組
織
改
革
の
中
で
の
人

員
管
理
は
。

合
併
時
（
Ｈ
15
）
２
８

９
人
、
現
在
１
８
１
人

支
所
や
救
護
施
設
の
運
営
等

あ
る
の
で
加
味
す
る
必
要
が

あ
る
。一

番
心
配
し
て
い
る
の

は
数
だ
け
で
な
く
年
代

別
の
構
成
。
昨
年
１
８
５
人
中

40
代
が
ほ
ぼ
１
０
０
人
。
今
後

10
・
15
年
後
を
考
え
た
時
に
ど

う
考
え
て
い
く
の
か
。

災
害
時
の
対
応
や
派
遣

等
を
考
え
て
現
在
の
数

を
確
保
し
、
少
な
い
年
齢
層

も
補
強
し
て
い
き
た
い
。

問

生
活
福
祉
課
長 問

教
育

課
長問

町
長

問上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

町
長

問教
育
長問総

務
課
長

町
長

問

問
堆積土砂の早期撤去を 支流の越水による甚大な浸水

職
員
定
数
の
管
理
は
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対
象
者
に
は
県
か
ら
直
接
、

年
内
を
め
ど
に
支
払
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

豪
雨
被
害
後
の
心
の
健

康
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の

取
り
扱
い
は
。

災
害
直
後
は
保
健
師
に

よ
る
訪
問
調
査
で
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。
12
月
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
年
内

に
取
り
ま
と
め
支
援
の
必
要
な

住
民
に
早
め
の
対
応
を
行
う
。

あ
り
が
た
商
品
券
の

購
入
を
委
任
状
な
し

で
世
帯
主
が
家
族
の
人
数
分

を
無
理
な
く
購
入
で
き
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
変
更
は
で
き

な
い
か
。購入

時
の
混
雑
を
防
止

す
る
た
め
に
も
変
更
で

き
る
所
は
商
工
会
と
協
議
し

て
い
く
。来

年
か
ら
は
保
険
証
と

し
て
利
用
で
き
、
給
付

金
受
け
取
り
や
免
許
証
と
の
統

合
も
考
え
ら
れ
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
状
況
は
。

生
活
福
祉
課
長

教
育

課
長

農
林
振
興
課
長

『
新
し
い
生
活
様
式
』提
言
後
の

取
り
組
み
は

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
未

曾
有
の
水
害
に
見
舞
わ

れ
地
域
住
民
の
生
活
が
大
き

く
疲
弊
低
迷
し
た
。
町
内
の

農
林
商
工
業
者
の
現
状
や
補

助
救
済
支
援
の
状
況
は
。

葉
た
ば
こ
等
の
農
作
物

と
林
道
関
係
の
被
害
総

額
は
５
億
円
。
施
設
機
械
の
申

請
は
１
４
４
経
営
体
の
う
ち

１
４
１
件
。
災
害
見
舞
金
は
26

件
の
申
請
で
４
９
０
万
円
。

町
独
自
の
雇
用
調
整

助
成
金
の
申
請
が
２

件
、
持
続
化
補
助
金
は
延
べ

３
１
５
件
を
超
え
る
。

町
内
児
童
生
徒
の
保
護

者
が
雇
い
止
め
や
時
短

勤
務
に
よ
る
収
入
減
少
な
ど

の
影
響
で
子
供
へ
の
問
題
は

生
じ
て
い
な
い
か
。

就
学
援
助
費
に
変
化
は

な
い
が
給
食
費
未
納

額
が
７
月
と
８
月
で
増
加
し

た
が
10
月
に
は
前
年
比
よ
り

減
っ
て
い
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
を
支
援

す
る
第
２
回
臨
時
特
別

給
付
金
の
対
応
は
。

児
童
扶
養
手
当
と
同
様

に
、
今
回
の
給
付
金
も

11
月
ま
で
の
交
付
総
数

は
２
，
５
２
３
枚
で

16
・
71
％
と
低
い
の
で
広
報

誌
等
で
啓
発
を
行
う
。

人
口
減
少
に
対
応
す
る

た
め
婚
姻
年
齢
39
以

下
、
所
得
合
計
３
４
０
万
円

未
満
の
対
象
者
に
結
婚
新
生

活
支
援
金
の
取
り
組
み
が
全

国
２
８
１
市
町
村
で
実
施
さ

れ
て
い
る
が
町
の
状
況
は
。

近
隣
で
は
錦
町
と
水
上

村
が
実
施
し
て
い
る
。

補
助
金
の
上
限
額
が
60
万
円

に
な
る
と
自
治
体
の
財
政
負

担
も
上
が
る
が
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
の
事
業
な
の

で
実
施
に
つ
い
て
は
関
係
課

と
協
議
の
上
決
定
し
た
い
。

全
国
の
地
方
で
若
者
は

減
少
し
て
い
る
が
、
町

の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
成
長
を
促
す

よ
う
一
人
で
も
多
く
の
定
住
者

や
あ
さ
ぎ
り
町
で
生
活
で
き
る

受
け
皿
を
整
え
て
い
く
べ
き
。

生
活
基
盤
と
活
躍
で
き

る
場
を
つ
く
る
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
多
方

面
の
募
集
や
若
手
人
材
セ
ン

タ
ー
の
組
織
化
な
ど
国
や
県

の
情
報
や
指
導
を
受
け
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

熊本県の『新しい生活様式』啓発チラシ

難波　文美 議員
Nanba　Ayami

商
工
観
光
課
長

問問

問 健
康
推
進
課
長問商

工
観
光
課
長

問商
工
観
光
課
長

問町
長

問

内閣府による平成30年度若者の定住と
少子化対策の一環となる事業

町
民

課
長
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一
般
質
問

橋
本　

誠 

議
員

H
a
s
h
i
m
o
t
o　
M
a
k
o
t
o

え
な
い
。
今
回
の
状
況
、
今

後
の
対
応
は
。

危
機
管
理
監
を
中
心
に

今
後
の
対
応
を
色
々
と

具
体
的
に
練
っ
て
い
る
。

避
難
所
の
数
と
職
員
の

対
応
は
。

当
初
、
６
カ
所
開
設
し

沢
山
の
方
が
避
難
を
さ

れ
た
の
で
各
地
区
に
プ
ラ
ス
１

カ
所
、
職
員
３
名
で
対
応
。

職
員
だ
け
の
対
応
で
何
か

問
題
は
な
か
っ
た
か
。

今
後
の
課
題
と
し
て
福
祉
避
難

に
対
し
て
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。苦慮

し
た
場
面
は
あ
っ

た
。
福
祉
避
難
所
に
つ

い
て
町
内
７
施
設
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
。
色
々
な
災
害
が
想

定
さ
れ
る
の
で
、
ど
う
い
う
方

が
福
祉
避
難
所
に
移
っ
た
が
い

い
の
か
、
協
議
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

今
後
の
避
難
所
の
数
と

整
備
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

を
入
れ
た
と
こ
ろ
で
21
カ
所
で

大
丈
夫
か
。

現
在
21
カ
所
は
指
定
し

て
い
る
が
、
今
後
の
各

地
域
の
取
り
扱
い
に
よ
っ
て

は
、
検
討
し
直
す
部
分
は
十
分

に
あ
る
。
防
災
対
策
は
、
共
助

と
い
う
も
の
が
非
常
に
重
要
。

公
助
の
み
で
は
限
界
が
あ
る
。

自
主
防
災
組
織
、
関
係
機
関
と

連
携
し
て
共
助
に
よ
っ
て
安
心

し
た
町
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め

た
い
。
今
後
し
っ
か
り
し
た
防

災
施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
が
機
能

し
て
い
る
状
況
を
ど
う

や
っ
て
確
認
す
る
つ
も
り
か
。

今
年
は
自
主
防
災
組
織

の
代
表
者
連
絡
会
議
を

組
織
し
、
現
在
ま
で
２
回
会
議

を
行
っ
て
い
る
。

町
民
が
動
い
て
初
め
て
確

認
で
き
る
。
日
頃
か
ら

「
共
助
」
「
互
近
助
」
を
意
識

し
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
。
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
が
行
え
、
少
し
で
も
災
害

が
な
く
、
避
難
者
の
不
安
や
精

神
的
苦
痛
を
和
ら
ぐ
よ
う
に
お

願
い
し
た
い
。
「
決
ま
り
き
っ

た
こ
と
を
や
る
こ
と
は
当
た
り

前
。
住
民
一
人
一
人
の
意
識
づ

け
が
必
要
。
自
ら
の
命
を
守
る

事
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
」
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
を
考
え
て
、
実
行
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
が
。

小
地
域
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
う
も
の
を

重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
是
非
両
隣
、
近
所
の
方
で

助
け
合
い
な
が
ら
、
少
し
で
も

不
安
が
解
消
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
地
域
の
方
と
一
緒
に
進

め
て
い
き
た
い
。

現
在
、
今
回
の
７
月
豪

雨
の
災
害
に
加
え
て
地

震
災
害
を
想
定
し
な
が
ら
、
危

機
管
理
監
の
方
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
て
い
る
。
職
員
に
も

限
度
が
あ
り
、
毎
日
の
業
務
の

他
に
災
害
対
応
が
出
て
負
担
が

大
き
い
。
そ
う
な
る
と
共
助
が

大
事
、
組
織
づ
く
り
と
意
識
づ

け
が
非
常
に
大
事
に
な
っ
て
く

る
。
質
問
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
対
応
を
し
て
い
く
。

町の防災の在り方は
町
の
防
災
の
あ
り
方
で

台
風
10
号
の
際
、
多

く
の
住
民
が
避
難
さ
れ
避
難

所
を
急
遽
別
に
開
設
す
る
に

至
っ
た
。
災
害
が
想
定
さ
れ

る
中
を
避
難
所
移
動
は
あ
り

問

町
長

災害時避難場所（白寿荘）

町
長問 生

活
福
祉
課
長 問 問生

活
福
祉
課
長

総
務

課
長問 総

務
課
長

総
務

課
長

問
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一
般
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
世
界
的
に
猛

威
を
振
る
い
、
日
本
で
は
第

3
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
と

報
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
ん
な

中
、
国
・
県
・
町
も
様
々
な

手
立
て
、
対
策
を
講
じ
て
い

る
が
、
町
民
の
生
活
に
悪
影

響
が
出
て
い
る
と
感
じ
る
が

着
眼
点
を
絞
っ
て
問
う
。
子

育
て
世
代
に
経
済
的
負
担
が

増
加
し
て
い
な
い
か
。

学
校
の
休
校
・
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
等

の
登
園
自
粛
に
よ
り
、
家
庭

で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
昼

食
代
、
光
熱
水
費
、
マ
ス
ク
、

消
毒
液
等
の
購
入
、
保
護
者
の

職
業
、
職
種
に
よ
っ
て
は
、
大

き
く
収
入
な
ど
の
減
収
が
あ
っ

た
世
帯
も
あ
る
。

ひ
と
り
親
世
帯
に
つ

い
て
、
臨
時
交
付
金

5
万
円
の
支
給
と
い
う
報
道

が
あ
る
が
町
と
し
て
の
取
り

組
み
は
。登園

自
粛
さ
れ
た
保
育

料
等
の
減
免
、
多
子
世

帯
で
第
３
子
以
降
の
副
食
費

の
本
年
４
月
か
ら
３
月
ま
で

全
額
補
助
、
子
育
て
世
代
へ

臨
時
特
別
給
付
金
と
し
て
児

童
一
人
当
た
り
１
万
円
を
支

給
。
町
独
自
の
支
援
と
し
て
、

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

16
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
さ
ん
を
扶
養
さ
れ
て
お
ら

れ
る
保
護
者
に
対
し
１
万
円
を

支
給
し
て
い
る
。

乳
幼
児
検
診
を
実
施
す

べ
き
か
苦
慮
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
。５

月
以
降
に
緊
急
事

態
宣
言
解
除
後
、
感

染
対
策
を
徹
底
し
て
実
施
し

て
い
る
。小

中
学
校
の
授
業
環
境

に
対
す
る
影
響
は
。

文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
基
づ
き
国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
支
援
事
業
を
活
用
し
、
マ

ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
非
接
触
型

体
温
計
を
購
入
、
授
業
の
面
で

は
窓
2
ヵ
所
以
上
の
開
放
、
一

定
の
距
離
を
保
つ
な
ど
し
て
感

染
防
止
に
努
め
て
い
る
。

小
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
現

状
と
今
後
の
課
題
は
。

現
在
1
名
在
籍
、
7
月

に
来
日
予
定
で
あ
っ
た

が
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
12

月
中
旬
に
来
日
予
定
。
1
月

か
ら
は
業
務
に
入
っ
て
い
た

だ
き
3
名
体
制
の
実
施
を
計

画
し
て
い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

　

地
域
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
強
化
に

つ
い
て

問

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス感染

症
対
策
は

皆越　てる子 議員
Minagoshi　Teruko

生
活
福
祉
課
長

問生
活
福
祉
課
長

問健
康
推
進
課
長問教

育
課
長

教
育

課
長

心配される新型コロナウイルス感染症の影響
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一
般
質
問

山
口　

和
幸 

議
員

Y
a
m
a
g
u
c
h
i　
K
a
z
u
y
u
k
i

明るい選挙推進運動は
選
挙
が
公
正
か
つ
適
正

に
行
わ
れ
、
私
達
の

意
見
が
政
治
に
正
し
く
反
映

さ
れ
る
選
挙
が
「
明
る
い
選

挙
」
で
あ
り
、
私
た
ち
の
一

票
が
正
し
く
投
票
さ
れ
る
こ

と
を
運
動
す
る
の
が
「
明
る

い
選
挙
推
進
運
動
」
の
目
的

で
あ
る
。
選
挙
管
理
委
員
会

が
各
関
係
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
「
明
る
い
選
挙
推
進

運
動
」
の
活
動
状
況
に
つ
い

て
問
う
。選

挙
管
理
委
員
会
は
、

選
挙
の
管
理
以
外
に
、

選
挙
に
関
わ
る
啓
発

運
動
を
行
っ
て
お
り
、
明
る
い

選
挙
は
選
挙
が
公
正
か
つ
適
正

に
行
わ
れ
、
有
権
者
の
一
人
一

人
が
選
挙
制
度
を
正
し
く
理
解

し
、
選
挙
に
関
心
を
持
つ
こ
と

を
言
う
が
、
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
、

年
々
投
票
率
も
減
少
し
て
い
る

現
状
で
あ
り
、
今
後
も
明
る
い

選
挙
推
進
運
動
の
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
。

令
和
2
年
5
月
2
日

人
吉
新
聞
読
者
の
広

場
「
怪
文
書
が
出
回
り
私
宛

て
に
も
届
い
た
。
差
出
人
の

名
前
も
住
所
番
地
も
で
た
ら

め
、
番
地
を
照
合
し
て
み
る

と
別
人
の
と
こ
ろ
、
内
容
は

立
候
補
者
や
町
議
会
議
員
の

活
動
に
対
し
て
妬
み
同
然
の

批
判
的
な
言
葉
が
並
び
、
尾

行
さ
れ
怖
い
目
に
会
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
あ
る
方
の
ご

家
族
へ
の
抽
象
的
批
判
を
、

何
も
選
挙
に
関
係
な
い
こ
と

を
選
挙
に
合
わ
せ
た
よ
う
に

し
た
や
り
方
だ
。
許
し
が
た

い
行
為
だ
と
誰
も
が
口
々
に

言
っ
て
い
た
。
す
が
す
が
し

い
選
挙
を
堂
々
と
で
き
な
い

も
の
か
と
残
念
に
思
う
。
出

た
い
人
よ
り
、
出
し
た
い
人

に
が
、
投
票
す
る
際
の
心
得

と
し
て
語
り
継
が
れ
る
」
と

い
う
内
容
だ
っ
た
。
又
、
児

童
が
明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
で
県
会
長
賞
に

選
ば
れ
た
り
、
南
稜
高
校
で

模
擬
投
票
を
実
施
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
が
政
策
論
争
で
堂
々
と

選
挙
に
出
て
戦
っ
て
、
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
し
て
く
れ
る

大
人
に
育
っ
て
い
く
と
信
じ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
脅
迫

文
書
等
が
出
回
る
よ
う
な
町

を
変
え
る
た
め
に
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

有
権
者
が
普
段
か
ら

政
治
及
び
選
挙
に
関

心
を
持
ち
、
候
補

者
の
人
物
や
政
見
な
ど
を
見

る
目
を
養
う
こ
と
。
有
権
者

が
こ
ぞ
っ
て
投
票
に
参
加
す

る
こ
と
。
選
挙
違
反
等
が
な

い
き
れ
い
な
選
挙
を
行
う
こ

と
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
後

も
明
る
い
選
挙
運
動
を
継
続

し
て
行
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

　

地
方
自
治
体
は
、
首
長
と

議
会
議
員
を
と
も
に
住
民
が

直
接
選
ぶ
二
元
代
表
制
で
あ

り
、
認
識
に
つ
い
て

選
挙
管
理

委
員
会

委
員
長

問

明
る
い

選
挙
推
進

協
議
会
長

問
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一
般
質
問

あ
さ
ぎ
り
町
に
で
き
る

流
域
治
水
は

7
月
豪
雨
災
害
を
受

け
、
国
県
は
川
辺
川
に

流
水
型
ダ
ム
の
建
設
で
動
き

出
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ム
の

み
で
は
完
全
に
浸
水
区
域
を

な
く
す
に
は
至
ら
ぬ
計
算
と

な
っ
て
お
り
、
流
域
全
体
が

有
す
る
洪
水
緩
和
機
能
を
活

か
す
流
域
治
水
が
推
進
さ
れ

る
も
の
と
思
う
。
あ
さ
ぎ
り

町
に
お
い
て
も
、
球
磨
川
流

域
、
百
太
郎
溝
、
幸
野
溝
、

そ
の
他
の
河
川
、
水
路
等
か

ら
の
浸
水
被
害
を
被
っ
た
。

古
来
、
森
林
、
水
田
は
洪
水

緩
和
機
能
を
果
た
し
下
流
域

を
守
っ
て
き
た
が
残
念
な
が

ら
、
そ
の
機
能
が
充
分
果
た

せ
な
い
現
状
が
あ
る
。
今
一

度
、
治
山
治
水
、
防
災
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
あ
さ
ぎ
り

町
に
で
き
る
治
水
策
を
実
行

す
べ
き
と
思
う
。
山
林
か
ら

の
土
砂
流
出
の
現
状
と
対
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

森
林
整
備
と
し
針
葉

樹
と
広
葉
樹
の
複
層

林
（
混
交
林
）
に
し
て
森
林

の
多
面
的
機
能
、
洪
水
緩
和

機
能
を
高
め
た
い
。
山
が
荒

れ
た
原
因
は
、
林
業
不
況
に

よ
っ
て
人
が
山
に
入
ら
な
い

た
め
鹿
や
他
の
動
物
が
下
草

を
食
べ
て
山
の
保
水
性
を
低

下
さ
せ
た
。
動
物
を
減
ら
す

策
も
考
え
て
い
る
。
架
線
集

材
も
土
砂
流
出
防
止
に
有
効

と
さ
れ
て
い
る
が
技
術
者
が

今
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ

の
か
わ
り
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
と

い
う
高
性
能
林
業
機
械
を
活

用
す
る
事
も
土
砂
流
出
を
防

ぐ
方
策
か
と
考
え
る
。

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
等
に

よ
る
水
田
の
貯
留
機
能

を
活
か
し
た
治
水
策
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ａ
、
土
地
改
良
区
、

大
学
と
の
連
携
事
業
と
し
て

推
進
し
て
は
と
思
う
が
考
え

を
伺
い
た
い
。

国
の
事
業
で
令
和
3
年

度
か
ら
実
証
事
業
と
し

て
実
施
す
る
事
と
な
っ
て
お
り

県
と
し
て
も
こ
れ
に
先
駆
け
て

実
施
す
る
意
向
で
あ
る
。

合
併
特
例
債
の
発
行
期

限
も
迫
る
中
、
老
朽
化

施
設
の
解
体
、
集
約
施
設
の

建
設
も
予
定
さ
れ
多
額
の
財

政
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。
長

期
財
政
の
安
全
性
を
確
認
し

な
が
ら
の
政
策
財
務
が
必
須

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
有
用
な

新
た
な
公
会
計
の
活
用
の
進

捗
を
問
う
。

平
成
29
年
度
か
ら
財
務

書
類
の
本
格
的
な
作
成

を
開
始
し
て
お
り
、
30
年
度

に
は
全
職
員
を
対
象
に
複
式

簿
記
研
修
会
を
行
い
、
令
和

元
年
度
か
ら
職
員
に
よ
る
固

定
資
産
台
帳
の
更
新
を
開
始

し
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

補
助
も
受
け
る
が
、
極
力
職

員
に
お
い
て
推
進
す
る
体
制

を
取
っ
て
い
る
の
が
本
町
の

特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

問

企
画
財
政
課
長

問

「田んぼダム」の仕組み

小見田　和行 議員
Komita　Kazuyuki町

長

問農
林
振
興
課
長財

政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
は
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一
般
質
問

森
岡　

勉 

議
員

M
o
r
i
o
k
a　
T
s
u
t
o
m
u

コ
ロ
ナ
が
猛
威
を
振
る

い
、
自
然
災
害
も
相
次

ぎ
そ
の
対
策
に
万
全
を
期
す

た
め
の
予
算
措
置
は
当
然
で

あ
る
。
し
か
し
、
少
子
高
齢

化
を
背
景
に
社
会
保
障
費
は

続
伸
し
、
借
金
に
頼
る
国
政

事
情
は
一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
将
来
世
代
に
負

担
を
先
送
り
し
な
い
た
め
に

も
財
政
規
律
の
確
立
は
欠
か

せ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
あ
さ
ぎ
り
町
の

第
３
次
行
財
政
改
革
は
、

「
住
民
視
点
に
立
っ
た
」
・

「
効
果
や
適
正
を
重
視
」
・

「
コ
ス
ト
や
効
果
重
視
」
の

三
つ
の
視
点
を
上
げ
取
り
組

ん
だ
が
規
律
あ
る
財
政
運
営

だ
っ
た
か
。

本
町
の
財
政
事
情
も
厳

し
さ
を
増
す
見
通
し
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
入
り
を
量

り
、
出
る
を
抑
え
る
、
を
経

営
の
基
本
の
も
と
、
町
の
活

性
化
と
元
気
を
、
少
な
い
投

資
で
、
大
き
な
効
果
を
出
す

た
め
に
、
財
政
運
営
と
規
律

に
あ
た
る
。

第
３
次
行
財
政
改
革
の

成
果
と
精
査
は
職
員
の

削
減
・
町
税
等
の
徴
収
率
の
向

上
・
未
利
用
財
産
の
売
却
・
負

担
金
の
見
直
し
で
、
13
億
１
，

９
０
０
万
円
で
95
・
６
％
の
達

成
で
あ
っ
た
。

　

第
４
次
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
の
策
定
に
、
３
つ
の
視
点

と
５
つ
の
柱
は
変
更
せ
ず
に

取
り
組
む
。

基
金
の
今
後
の
運
用
は
。

今
後
は
年
間
７
億
円
か

ら
８
億
円
以
上
の
取
り

崩
し
が
あ
り
、
繰
越
金
や
寄

付
金
、
運
用
益
で
毎
年
３
億

円
以
上
を
見
込
ん
で
い
る
の

で
実
質
４
億
円
に
な
る
。

よ
っ
て
、
令
和
11
年
度
末
の

基
金
残
高
は
66
億
円
で
約

36
億
円
の
減
と
な
る
。

第
４
次
の
主
な
取
組
と

数
値
化
は
。

次
期
総
合
計
画
に
お
い

て
行
財
政
改
革
を
統

合
し
、
今
後
経
費
の
増
が
見

込
ま
れ
る
、
公
共
施
設
総
合

管
理
計
画
の
個
別
施
設
計
画

に
よ
る
施
設
の
統
廃
合
が
あ

る
。
併
せ
て
業
務
の
効
率
化

の
策
定
に
取
り
組
む
。

総
合
計
画
と
公
共
施

設
の
個
別
施
設
計
画

の
年
次
差
が
あ
る
が
、
期
間

１
０
０
億
円
の
削
減
効
果
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

個
別
施
設
計
画
の
第
１
期

で
は
、
50
億
円
の
更
新
費
用

を
推
計
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
ま
で
の

概
数
で
約
10
億
２
，

０
０
０
万
円
の
事
業
を
見
込

ん
で
い
る
。

水
道
事
業
で
11
億
３
，

０
０
０
万
円
と
、
下
水

道
事
業
で
２
億
６
，
０
０
０
万

円
で
合
計
13
億
９
，
０
０
０
万

円
を
計
画
し
て
い
る
。

社
会
体
育
施
設
で
９
，

１
７
７
万
円
、
学
校

教
育
施
設
関
連
９
億
９
，

５
０
０
万
円
、
社
会
教
育

施
設
で
４
億
円
で
合
計
の

14
億
８
，
０
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

　

令
和
３
年
度
予
算
編
成
方

針
に
つ
い
て

　

経
済
再
生
と
財
政
健
全
化

の
好
循
環
の
創
出
に
つ
い
て

問

問

町
長

規律ある財政運営は

企
画
財
政
課
長

会
計

管
理
者問企

画
財
政
課
長

総
務

課
長

建
設

課
長

上
下
水
道
課
長

教
育

課
長公表による住民参加
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一
般
質
問

町
長
就
任
か
ら
今
日
迄
の

取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
は

德永　正道 議員
Tokunaga　Masamichi

町
長
に
就
任
さ
れ
て
１

年
８
か
月
余
り
。
ど
の

よ
う
な
思
い
で
町
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
き
た
の
か
問
う
。

情
報
を
集
め
、
人
を
集

め
町
に
埋
も
れ
て
い
る

地
域
資
源
・
人
材
資
源
を
活

か
し
た
町
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
取
り
組
ん

で
き
た
。町

政
運
営
に
つ
い
て
２

つ
程
違
和
感
を
感
じ
た

事
が
あ
る
。
１
つ
は
町
長
が

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

出
向
い
て
意
見
を
し
た
事
で

あ
る
。
こ
こ
は
副
町
長
が
理

事
長
と
し
て
運
営
に
携
わ
っ

て
い
る
場
で
あ
り
こ
う
い
う

所
に
町
長
が
出
向
い
て
行
け

ば
役
員
・
会
員
に
動
揺
が
走

る
。
実
際
に
事
務
局
長
、
副

理
事
長
が
辞
職
・
辞
任
と
い

う
事
態
も
起
こ
っ
て
い
る
。

２
つ
め
は
薬
草
合
同
会
社

の
件
で
、
こ
こ
に
も
出
向
い

て
意
見
を
し
て
い
る
。
そ
の

事
に
関
し
て
旧
役
員
・
生
産

者
の
代
表
か
ら
議
会
に
対
し

て
要
望
書
が
出
さ
れ
た
経
緯

が
あ
る
。
拙
速
過
ぎ
る
と
混

乱
の
要
因
に
も
な
り
か
ね
な

い
。
考
え
を
問
う
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
今
後
、
会
員
増

に
努
め
て
会
員
の
方
が
喜
ん

で
頂
け
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
し
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が

ら
活
動
し
て
も
ら
う
と
い
う

事
を
重
点
目
標
と
し
て
い
き

た
い
。薬

草
合
同
会
社
は
事
務

局
長
と
会
計
責
任
者
は

専
属
の
職
員
が
い
た
方
が
良
い

の
で
は
と
提
案
し
た
。
元
農
協

職
員
の
方
が
事
務
局
長
に
就
い

て
お
ら
れ
る
の
で
安
心
し
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
農
家
の
方
達
が

所
得
を
増
や
し
、
薬
草
栽
培
に

取
り
組
ま
れ
る
農
家
が
増
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。過

去
の
一
般
質
問
で
防

災
力
の
強
化
に
関
し
て

取
り
上
げ
た
事
が
あ
る
。
旧

東
庁
舎
の
敷
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
建
物
を
解
体
し
て
仮

設
用
地
と
し
て
考
え
る
べ
き

と
い
う
事
と
西
分
署
の
設
置

に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
の
見
解
を

問
う
。旧

東
庁
舎
の
今
後
に
つ

い
て
は
、
個
別
計
画

の
中
で
今
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。
西
分
署
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
上
球
磨
消
防
組
合
の

正
副
組
合
長
と
組
合
議
会
が

マ
ッ
チ
ン
グ
し
な
け
れ
ば
現

実
的
に
な
ら
な
い
の
で
、
一

歩
ず
つ
話
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問

町
長問

町
長

町
長問

副
町
長

旧東庁舎
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総
務
建
設
経
済
常
任
委
員
会

〇
10
月
１
日
（
木
）

①
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
町
議

　

会
議
員
選
挙
及
び
町
長
選
挙
の
公
費
負

　
担
制
度
に
つ
い
て

⑴
町
村
議
会
議
員
選
挙
及
び
町
村
長

選
挙
に
お
け
る
選
挙
公
営
の
拡
大

⑵
町
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
ビ

ラ
頒
布
の
解
禁

⑶
公
営
対
象
拡
大
に
伴
う
措
置
と
し

て
町
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る

供
託
金
制
度
の
導
入

【
補
足
】
選
挙
公
営
の
拡
大
に
つ
い

て
は
、
各
自
治
体
で
条
例
を
制
定

す
る
こ
と
で
、
選
挙
運
動
に
掛
か

る
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
で

き
る
こ
と
と
な
る
。

②
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

③
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
5
号
）

④
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

常
任
委
員
会
報
告

作物名 被害の程度等 見舞金額 支給限度額

たばこ
日本たばこ産業株式会社の災害援
助金の対象となったもの 30,000 円／ 10a １農業経営体あたり

30万円
上記以外のもので、過去 10年間
の平均反収を下回ったもの 20,000 円以内／ 10a

１農業経営体あたり
20万円

ミシマサイコ

被害を受け出荷できないもの 20,000 円以内／ 10a
花き

野菜

その他の作物

　

（
第
3
号
）

⑤
あ
さ
ぎ
り
町
農
作
物
災
害
見
舞
金
支
給

に
つ
い
て

他
５
件

〇
10
月
16
日
（
金
）

あ
さ
ぎ
り
町
農
作
物
災
害
見
舞
金
支
給

に
つ
い
て

〇
10
月
22
日
（
木
）

①
令
和
２
年
人
事
院
勧
告
（
特
別
給
）

に
つ
い
て

　

特
別
給
（
期
末
・
勤
勉
手
当
）
の
支

給
月
数
が
、
年
間
4.5
月
分
か
ら
4.45
月

分
に
引
き
下
げ

②
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　

（
第
6
号
）

③
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

④
コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

　

い
て

他
１
件

〇
11
月
５
日
（
木
）

①
あ
さ
ぎ
り
町
農
作
物
災
害
見
舞
金
支

　

給
に
つ
い
て

○
令
和
2
年
7
月
豪
雨
に
よ
る
あ
さ
ぎ

り
町
農
作
物
災
害
見
舞
金
支
給
要
綱

（
見
舞
金
の
額
）

第
３
条　

見
舞
金
の
額
は
、
次
に
掲
げ

る
と
お
り
と
し
、
千
円
未
満
を
切
り
捨

て
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
複
数
の
作

物
に
つ
い
て
被
害
が
あ
っ
た
農
業
経
営

体
に
お
い
て
は
、
支
給
の
限
度
額
を

30
万
円
と
す
る
。

〇
11
月
24
日
（
火
）

①
区
長
の
身
分
と
対
価
の
取
扱
い
に
つ

　

い
て

　

区
長
の
業
務
は
役
務
の
提
供
で
あ

り
、
対
価
を
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
消
費
税
課
税
対
象
と
な
る
。

②
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
14
号)

③
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
７
号)

④
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
4
号)

⑤
上
地
区
分
収
林
の
買
い
上
げ
に
つ
い
て

　

残
っ
て
い
た
２
地
区
と
協
議
が
固
ま

り
、
買
い
上
げ
が
終
了
し
た
。

他
17
件

※別表　農作物災害見舞金



あさぎり町議会だより　No.66　　（18）

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

〇
10
月
6
日
（
火
）

専
決
処
分
し
た
物
品
売
買
契
約

に
つ
い
て
の
議
決
を
一
部
変
更

す
る
こ
と
の
報
告
に
つ
い
て

（
教
育
課
）

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
（
児
童

生
徒
の
た
め
に
１
人
１
台
の
学

習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備

す
る
計
画
）
に
使
用
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
故
障
等
に
対
応
す
る

た
め
の
予
備
機
39
台
追
加
購
入

す
る
た
め
一
部
変
更
す
る
こ

と
の
報
告
で
あ
っ
た
。
委
員

か
ら
は
、
当
初
か
ら
予
備
機
に

つ
い
て
の
想
定
は
す
べ
き
で
は

な
か
っ
た
か
と
の
質
問
に
教
育

課
は
、
メ
ー
カ
ー
と
の
協
議
で

代
替
品
に
つ
い
て
は
補
償
で
き

な
い
と
の
こ
と
で
追
加
購
入
と

な
っ
た
と
答
え
た
。

〇
10
月
26
日
（
月
）

あ
さ
ぎ
り
町
公
民
館
等
施
設
整

備
費
補
助
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

（
教
育
課
）

　

世
帯
数
１
０
０
戸
未
満
の
区

に
も
2
千
5
百
20
万
円
を
限
度

と
し
た
補
助
を
す
る
改
正
案
で

あ
る
が
、
区
の
再
編
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
と
整
合
性

は
の
問
い
に
、
教
育
課
は
新
築

予
定
区
に
対
し
て
区
の
統
廃
合

を
将
来
に
向
け
た
と
こ
ろ
で
話

し
合
っ
て
い
る
と
答
え
た
。

〇
11
月
18
日
（
水
）

学
級
編
制
の
現
状
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
に
複
式
学
級
編
制

の
可
能
性
が
須
恵
小
学
校
に
予
想

さ
れ
る
旨
の
説
明
を
受
け
委
員
会

と
し
て
は
、
保
護
者
、
住
民
へ
の

丁
寧
な
説
明
を
求
め
た
。

〇
陳
情
書
の
審
査
に
つ
い
て

深
田
地
区
環
境
対
策
協
議
会

よ
り
提
出
さ
れ
た
「
農
業
用

廃
ビ
ニ
ー
ル
等
処
理
加
工
施

設
設
置
反
対
に
関
す
る
陳
情

書
」
の
審
査
に
つ
い
て

　

陳
情
書
の
内
容
は
、
加
工
施

設
建
設
に
向
け
て
の
事
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て

建
設
の
動
き
は
な
く
、
関
連
法

案
を
犯
す
事
案
は
認
め
ら
れ
な

い
。
よ
っ
て
、
そ
れ
を
処
理
す

る
権
限
は
議
会
、
ま
た
は
執
行

機
関
の
い
ず
れ
に
も
有
し
て
い

な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
し

か
し
、
農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
置

き
場
と
し
て
造
成
さ
れ
て
い
る

箇
所
に
お
い
て
は
、
降
雨
に
よ

る
土
砂
流
出
が
見
受
け
ら
れ
、

環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
。
地
区
住
民
の
皆
様
の
周
辺

環
境
へ
の
配
慮
に
対
す
る
願
意

に
つ
い
て
は
当
委
員
会
も
陳
情

主
旨
を
尊
重
し
「
一
部
採
択
」

と
し
た
。
町
に
対
し
て
も
、
あ

さ
ぎ
り
町
環
境
美
化
条
例
の
目

的
に
沿
っ
て
環
境
美
化
に
向
け

た
指
導
、
監
督
を
果
た
す
こ
と

を
要
望
す
る
。

　11月12日、第15回熊本県町村議会広報コンクール表彰式において、あさぎり町議会だより63号
（令和２年２月６日発行）が特別賞を受賞しました。
　このコンクールは、県内の31町村議会が発行する広報紙の出来栄えを競うコンクールで、あさぎり
町議会だよりは中学生議会特集号の掲載内容に対しての受賞理由でした。
　中学生議会は、回を重ねるごとにレベルアップし、町政に対する的確な指摘は現職議員と変わらな

い質問内容であると感じました。将来のあさ
ぎり町を担う子供達が町政に関心を持ち、地
元に残ってあさぎり町の未来を創っていくこ
とを希望いたします。

広報調査特別委員会　委員長　岩本　恭典

あさぎり町議会だよりが特別賞を受賞あさぎり町議会だよりが特別賞を受賞
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〇
11
月
30
日
（
月
）

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
湯
前
町
議
会
の
改
選
に
伴

い
、
椎
葉
弘
樹
、
西
靖
邦
議
員
が
選

出
さ
れ
た
。
令
和
元
年
度
決
算
特
別

委
員
会
の
荒
嶽
普
委
員
長
か
ら
審
議

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
質
疑
・
採
決

の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
原
案
の
と

お
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
。

　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
、
汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
「
ア
ク
ア
パ
ー

ク
」
復
旧
費
は
概
算
20
億
円
強
、
３
年

４
月
の
本
稼
働
を
目
指
す
。

　

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
議

会
選
出
監
査
委
員
に
赤
坂
修
議
員

（
山
江
村
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
決
定
し
た
。

〇
11
月
24
日
（
火
）

　

令
和
2
年
第
4
回
臨
時
会
が
開
催
さ

れ
、
「
上
球
磨
消
防
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
」
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
た
。

〇
12
月
３
日
（
木
）

　

令
和
２
年
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
水
上
村

選
出
の
米
本
宗
徳
議
員
が
選
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
で
は
、
歳
入
総
額

13
億
５
，
５
４
８
万
８
千
円
、
歳
出
総

額
13
億
２
，
７
０
３
万
４
千
円
で
原
案

の
通
り
認
定
さ
れ
た
。
最
後
に
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
多
良
木
町
選
出
の
猪
原

議
員
が
①
新
消
防
長
の
初
心
に
つ
い
て

②
下
球
磨
消
防
組
合
と
の
相
互
応
援
協

定
に
つ
い
て
③
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
の
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
本
町
選
出

の
橋
本
議
員
が
①
職
員
の
定
数
管
理
に

つ
い
て
、
執
行
部
の
考
え
を
質
し
た
。

一
部
事
務
組
合
報
告

〇
11
月
16
日
（
月
）

　

熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
議
案
第
９
号
か
ら
議
案
第
15
号
ま
で
の

７
議
案
及
び
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
。

　
令
和
元
年
度
の
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
一
般
会
計
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
、
歳
入
総
額
は

２
千
９
６
３
億
３
千
６
５
１
万
７
千
円　
歳
出

総
額
は
２
千
８
７
９
億
２
千
２
２
７
万
７
千
円

　
翌
年
度
繰
り
越
し
は
84
億
１
千
４
２
４
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
20
年
４
月
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
12
年
が
経
過
し
た
が
、
高
齢
化

社
会
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ
を
支
え
る
同
制

度
の
重
要
性
は
一
段
と
高
ま
っ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
３
月
末
現
在
、
28
万
３
千
人
を

超
え
る
本
県
の
被
保
険
者
数
は
、
今
後
「
団

塊
の
世
代
」
が
全
て
75
歳
以
上
と
な
る
令
和

７
年
度
に
向
け
更
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
、

加
え
て
医
療
技
術
の
進
歩
・
高
度
化
等
に
よ

り
増
加
の
一
途
を
辿
る
医
療
給
付
費
を
ど
う

抑
制
す
る
か
は
引
き
続
き
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
、
医
療
費
適
正
化
に
向

け
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
強
化
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
促
進
、
病
気
の
早
期
発
見

や
重
症
化
予
防
に
向
け
た
健
康
診
査
、
フ
レ

イ
ル
対
策
等
の
保
険
事
業
の
更
な
る
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。

〇
12
月
４
日
（
金
）

　

令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
が
開
催

さ
れ
、
湯
前
町
議
会
の
改
選
に
伴
い

「
議
席
の
指
定
」
「
議
長
選
挙
」
お

よ
び
「
議
会
運
営
委
員
の
選
任
」
並

び
に
一
般
質
問
２
件
、
議
案
１
件
を

慎
重
審
議
を
し
た
結
果
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
た
。

　

議
長
に
は
、
指
名
推
薦
に
よ
り
多

良
木
町
選
出
の
林
田
俊
策
議
員
、
議

会
運
営
委
員
に
湯
前
町
選
出
の
遠
坂

道
太
議
員
、
多
良
木
町
選
出
の
中
村

正
徳
議
員
が
選
任
さ
れ
た
。

　

議
案
第
14
号
「
令
和
２
年
度
球
磨

郡
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
病
院
事

業
、
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
及
び

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て
」
は
、

給
与
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
伴
う
も
の

と
、
当
初
予
算
と
の
人
員
調
整
、
早

期
退
職
に
伴
う
特
別
負
担
金
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
器
械
備

品
購
入
費
の
計
上
が
主
な
も
の
。

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

被災時の汚泥処理再生センター「アクアパーク」



委  

員  

長  

岩
本
　
恭
典

副
委
員
長  

皆
越
て
る
子

委
　
　
員  

永
井
　
英
治

　
　
　
　  

豊
永
　
喜
一

　
　
　
　  

橋
本
　
　
誠

　
　
　
　  

小
谷
　
節
雄

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
、
豪
雨
災
害
等
、
災
禍
に

見
舞
わ
れ
る
多
難
な
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
が
皆
様
に
と
っ
て
、

安
全
、
安
心
で
平
穏
無
事
に
過
ご

せ
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
に
お
い
て
も
、
手
に

取
っ
て
も
ら
い
、
わ
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ご
愛
読
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
豊
永
　
喜
一
）

議
　
長
　
　
德
永
　
正
道

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
868-0422　

熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1855

番
地

TEL（
0966）

47-0312・
FA
X（
0966）

47-0265
E-m

ail syoki-gikai@
asagiri.kum

am
oto.jp　

印
刷
：
㈱
協
和
印
刷

聞かせて

★お願い★「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

記
後
集
編

者
任
責
行
発
・
集
編

会
員
委
別
特
査
調
報
広

このコーナーは町民の皆さまから
議会に対する事や町への要望を寄
稿していただき、作成しています。
議員が依頼に伺った際は、ご協力
をお願い致します。

■表紙の写真について

将来を担う
中学生と一緒に

■

町内の方々に寄稿していただきました

民 の 声町

　我が家の長男は小学校からサッカーを始め、中学入学後
はサッカー部へ入部しました。私自身、子どもの頃は部活
中心の生活を送っていたため、我が子にも同じ様に頑張っ
てほしい。コロナ禍で練習も少なく、豪雨災害もあり練習
試合もなかなか叶わない状況の中、人吉・球磨での新人戦
で接戦の末、優勝し県大会へ進むことができました。こん
な環境でも私達にたくさんの喜びを与えてくれる子ども達。
本当に「子は宝」です。
　県大会で悔いのない試合ができる様に十分に練習させてあ
げたいです。私達保護者はもちろんあさぎり町の皆様にも町
内の子ども達の見守りと応援をお願いします。
　あさぎり町の皆様にとって良い年になりますように。

　あさぎり町に嫁ぎ、早いもので今年で30年となりました。
　毎年夫婦で市房山に登っていますが、頂上から眺める球磨
の景色は、とても神秘的に美しくさらに誇れる町に映ります。
　就職して34年目に入り、現在町内で教育関係の仕事や、青
少年育成のボランティアをする中で、あさぎり町の宝である
子どもたちに携わっていることに感謝します。
　一人一人とても素敵な夢を持ち、素直な子どもたちばかり
です。
　また毎年、中学生議会中継を観ておりますが、町に対して
の強い思いを質問する内容は、今後のあさぎり町を盛りあげ
ていく議題ばかりで、大変頼もしい中学生です。
　これからも、未来あふれる子どもたちの芽をつぶさないように、山の頂上から叫ぶ気持ちで、陰な
がら応援していきたいと思います。
　あさぎり町の行政・議会の皆様の力を得て、町民全員が幸せな町で暮らしていけることを願ってお
ります。

上地区（清水）

坂田　慧太さん

　我
はサ
中心
てほ
試合
で接
な環
本当
県
げた上地区（清水）

岡原地区（岡麓）

犬童　明美さん

町内の方々に寄稿していただきました

した。
る球磨
ます。
や、青
である

ばかり

対して
りあげ

ないように、山の頂上から叫ぶ気持ちで、陰な

岡原地区（岡麓）

犬童　明美さん

未来のあさぎり町を夢見て！

子ども達の頑張りを応援


